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　毎年ご好評を頂いております「新入社員研修会」を

来る３月17日（水）、本所にて開催いたします。 

　本研修では、社会人

としての考え方（知識、

心構え）や、行動の基本

（マナー）などを身につけ

て頂きます。 

　本年度カリキュラムに

はいざという時に役立つ

救急法講習を組入れ、

心肺蘇生法や、一度は聞いておきたいＡＥＤの使い方

等の講習を行います。 

　新入社員さんに限らず、ビジネスや社会生活での

新しい生き方の発見、学習にご活用いただきますよう

是非多数ご参加下さい。 

 お申込み、詳細は今月号折込みチラシをご覧下さい。 

 新入社員研修会開催のご案内  新入社員研修会開催のご案内 

　
一
月
二
十
七
日
（
水
）
羽
島

市
文
化
セ
ン
タ
ー
み
の
ぎ
く
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
村
田
晃
嗣
氏（
同

志
社
大
学
法
学
部
教
授
）
を
お

招
き
し
、
「
政
権
交
代
で
ど
う

変
わ
る
日
本
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
討
論
番
組
で
も
お
な
じ
み
の

村
田
氏
の
歯
切
れ
の
よ
い
語
り

口
に
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
会
場

は
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
村
田
氏
は
ま
ず
、
自
身
の
研

究
テ
ー
マ
の
中

か
ら
、
ア
メ
リ

カ
と
は
無
関
係

で
い
ら
れ
な
い

日
本
の
政
策
、

日
米
安
保
問
題
、

日
本
を
含
め
た

東
ア
ジ
ア
と
の

対
米
関
係
を
歴

史
的
過
程
を
ふ

ま
え
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
上
で
、

日
本
が
抱
え
て

い
る
危
機
的
状

況
を
提
起
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
の
現
状
で
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
日
本

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
十
年
程
前
の
低

い
水
準
に
逆
戻
り
す
る
。
こ
の

厳
し
い
情
勢
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
は
、
政
府
や
企
業
は
、
ま
ず

自
己
の
弱
点
や
限
界
を
知
り
、

そ
れ
を
ど
う
カ
バ
ー
し
乗
り
越

え
て
ゆ
く
か
が
必
要
で
あ
る
と
。 

　
ま
た
、
最
後
に
村
田
氏
は
、

や
み
く
も
に
悲
観
的
に
な
る
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く
に
は
、
日
本

の
唯
一
の
財
産
で
あ
る
「
人
」

を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
人
材

育
成
に
力
を
注
ぐ
事
こ
そ
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
と
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
当
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド

制
度
、
新
入
社
員
研
修
な
ど
の

人
材
育
成
関
連
事
業
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
会

員
企
業
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

村
田
晃
嗣
氏 

新
春
経
済
講
演
会
開
催

新
春
経
済
講
演
会
開
催 
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新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催 

総
務
・
財
政

総
務
・
財
政 

　
　
委
員
会
開
催

　
　
委
員
会
開
催 

繊
維
工
業
部
会 

金
融
・
保
険
部
会 

総
務
・
財
政 

　
　
委
員
会
開
催 

毛
工
合
同
技
術
研
修
会
開

毛
工
合
同
技
術
研
修
会
開
催 

　
一
月
九
日
（
土
）
タ
ー
ミ
ナ

ル
ホ
テ
ル
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ

に
お
い
て
、
新
年
を
祝
う
賀
詞

交
歓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来

賓
に
白
木
市
長
、
大
野
県
議
会

議
員
、
斉
藤
市
議
会
議
長
等
を

お
招
き
し
、
参
加
さ
れ
た
会
員

企
業
を
含
め
総
勢
九
十
八
名
で

の
交
歓
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ
、
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

　
今
年
も
羽
島
商
工
会
議
所
は

引
続
き
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の
ご
期

待
に
そ
え
る
べ
く
、
積
極
的
に

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
一
月
二
十
一
日
（
木
）
総
務
・

財
政
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成

二
十
一
年
度
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
の
補
正
予
算
は
、
　

①
一
般
会
計 

　
羽
島
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
に
対
す
る
支
出
等
の
た
め

積
立
金
の
取
り
崩
し
を
行
い
、

三
百
五
十
五
万
円
の
増
額
。 

②
中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計 

　
県
補
助
金
の
見
直
し
等
に
よ

り
百
十
万
円
の
増
額
。 

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
岐
阜
羽
島 

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
入
居
者
の
減
少
等
に
伴
う
家

賃
収
入
の
減
に
よ
り
五
十
万
円

の
減
額
。 

④
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
研
修
生
の
人
数
が
当
初
計
画

よ
り
も
減
少
し
た
た
め
、
三
百

十
万
円
の
減
額
。 

⑤
羽
島
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
　
　
　
　
　
事
業
特
別
会
計

　
加
盟
店
数
が
予
想
を
下
回
っ

た
こ
と
等
に
よ
る
支
出
減
を
反

映
し
百
二
十
万
円
の
減
額
。 

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
補
正
予
算
（
案
）
は
、

二
月
四
日
の
常
議
員
会
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

視
察
研
修
開
催

視
察
研
修
開
催 

視
察
研
修
開
催 

　
一
月
二
十
日
（
水
）
、
繊
維

工
業
部
会
（
部
会
長
　
浅
野
宏

治
郎
）
は
、
岐
阜
県
毛
織
工
業

協
同
組
合
と
合
同
で
技
術
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
四
十
三
名
で
し
た
。 

　
初
め
に
伊
勢
神
宮
を
訪
ね
、

皆
で
景
気
回
復
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
二
見
で
夫
婦
岩
と

賓
日
館
を
拝
観
し
ま
し
た
。
賓

日
館
は
伊
勢
神
宮
に
参
拝
す
る

皇
族
方
の
休
憩
宿
泊
施
設
と
し

て
建
て
ら
れ
、
随
所
に
高
度
な

建
築
技
術
が
施
さ
れ
た
格
調
高

い
建
物
で
し
た
。 

        

　
最
後
に
、
松
阪
市
の
エ
ス
カ

ル
ゴ
牧
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
鉄

工
所
も
営
ん
で
い
る
同
社
社
長
は
、

以
前
フ
ラ
ン
ス
原
産
の
エ
ス
カ

ル
ゴ
種
が
乱
獲
に
よ
り
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
三

十
年
の
月
日
と
莫
大
な
研
究
費

用
を
か
け
、
世
界
で
初
め
て
エ

ス
カ
ル
ゴ
の
養
殖
に
成
功
し
た

と
の
こ
と
で
す
。
社
長
の
説
明

の
後
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
を
試
食
し

養
殖
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

毛
工
合
同
技
術
研
修
会
開
催 

　
金
融
・
保
険
部
会
（
部
会
長

河
口
清
志
）
で
は
、
一
月
二
十

九
日
（
金
）
か
ら
三
十
日
（
土
）

に
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
静
岡
方
面
に
向
か
い
、

初
め
に
大
塚
製
薬
（株）
袋
井
工
場

を
見
学
。
三
万
三
千
七
百
坪
の

広
大
な
敷
地
で
働
く
社
員
の
数

は
な
ん
と
八
十
五
名
。
こ
こ
で

は
お
な
じ
み
の「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ

ト
」が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。 

           

　
ご
案
内
い
た
だ
い
た
総
務
課

古
田
氏
よ
り
社
歴
や
工
場
概
要

の
説
明
を
受
け
た
後
、
ボ
ト
ル

成
型
や
充
填
な
ど
独
自
の
生
産

ラ
イ
ン
を
一
時
間
半
に
わ
た
り

じ
っ
く
り
と
見
学
し
ま
し
た
。 

　
昼
食
の
後
、
静
岡
地
震
防
災

セ
ン
タ
ー
に
て
地
震
や
こ
れ
に

伴
う
津
波
の
脅
威
を
体
験
し
、

ま
た
最
小
限
の
被
害
で
済
む
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
対
策
を

学
習
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
プ
ラ
モ
デ
ル
で
有

名
な
タ
ミ
ヤ
（株）
本
社
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
翌
日
は
久
能
山
東
照
宮
、
や

き
そ
ば
を
利
用
し
た
町
お
こ
し

で
有
名
な
富
士
宮
を
訪
れ
見
聞

を
広
め
ま
し
た
。 
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一
月
二
十
二
日
ウ
ェ
ル
サ
ン

ピ
ア
岐
阜
に
お
い
て
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
制
度
実
践
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
申
請
書
類
の
作
成

方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
（有）
キ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン

（
羽
島
市
正
木
町
）
の
奥
田
会

長
と
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
正

社
員
と
な
っ
た
訓
練
受
講
者
か

ら
事
例
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
奥
田
会
長
は
「
助
成
金
も
魅

力
だ
が
、
座
学
で
集
中
的
に
知

識
を
教
え
る
事
が
出
来
た
の
が

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た
」

と
、
ま
た
採
用
さ
れ
た
社
員
は
、

「
経
験
の
な
い
自
分
で
も
、
訓

練
終
了
後
に
正
社
員
と
な
る
こ

と
を
目
標
に
、
一
生
懸
命
取
組

む
こ
と
が
出
来
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

          

　
皆
様
も
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制

度
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
せ 

　
羽
島
商
工
会
議
所 

　
1
三
九
二
│
九
六
六
四 

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度 

実
践
セ
ミ
ナ
ー

実
践
セ
ミ
ナ
ー 
実
践
セ
ミ
ナ
ー 

　中小企業の方々が加入する全国健康保険協会（協会けんぽ）は、平成20年10月に社会保険庁から業務

を引き継ぎ、病気になった時にきちんと医療が受けられるよう、業務の効率化も図りつつ、健康保険を

運営しています。 

　しかし、厳しい財政状況になり、来年度の保険料率の引き上げが避けられない見通しとなっています。 

　このため、平成４年以降、暫定的に引き下げられていた国庫補助率を元に戻し、保険料率の上昇を

出来るだけ圧縮するよう、政府・与党などの関係方面に要請を続けてまいりました。 

　これらの結果、３年間の特例措置として国庫補助率を13％から16.4％に戻すなど制度改正がなされる

こととなり、保険料率の引上げ幅が抑えられます。 

　しかしながら、来年度の保険料率は全国平均で9.34％（岐阜支部9.34％）への大幅は引上げ（現在8.2％、

岐阜支部8.19％）となります。 

　新しい保険料率は、一般の被保険者の方は３月分（４月納付分）から、任継続被保険者の方は４月分

からとなります。 

協会けんぽからの来年度保険料率の見直しについてのお知らせ 

◆ 募集施設 
　ワークショップ岐阜羽島　　　 
　　Ａ棟（羽島市福寿町平方４丁目３９番地） 
　　　①　１階１号室　　６２．６g 
　　　②　３階２号室　　２９．３g 
　　Ｂ棟（羽島市福寿町平方２丁目５１番地） 
　　　①　２階２号室　　２６．８g 
　　　②　３階１号室　　２６．３g 
◆ 家賃 
　入居１～３年目　月額６８２．５円／g　 

◆ 入居対象  
　下記のいずれかの業務内容の中で高度な技術力を有
し、起業化を目指している個人または法人で、支援を
要する者。 
１．ソフトウエア、情報、通信産業  
２．その他アイデア・技術によって、将来成長が見込
まれる分野における新商品、新技術若しくは新た
な役割の開発等の事業計画を持つ者。 

◆ お問い合せ 
　羽島商工会議所　　羽島市竹鼻町２６３５番地 
　ＴＥＬ：０５８－３９２－９６６４　ＦＡＸ：０５８－３９２－６７０８
　Ｅ‐ｍａｉｌ：info@hashima-cci .or . jp

ワークショップ岐阜羽島入居者募集 
JR岐阜羽島駅より徒歩５分 

ジョブ・カード制度を活用して地域の雇
用拡大に貢献があった企業に日本商工会
議所会頭と羽島商工会議所会頭との連名
で感謝状を贈呈 

�島会頭と（有）キット・プラン奥田会長（県内認定第１号） 
２月４日羽島商工会議所にて 
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無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 
種別 

※金融、労働・年金、経営・技術のご相談は、お電話にて 
　ご予約ください。 

金融 
要予約 

経営技術 
要予約 

要予約 

労働年金 

相　談　日　等 

※小口融資のお問い合わせは、 
　羽島市商工観光課（1392-1111）まで 

お問い合わせ 
中小企業相談所　　392－9664

【日本政策金融公庫】  
　　　　マル経資金…………1.85％ 
　 　 　 普 通 貸 付…………2.15％ 
【羽島市融資制度】  
　 　　 小口融資…………0.75％ 

事業資金の融資相談、融資制度
の説明等にご利用下さい。 
【日　時】２月24日(水） 
　　　　10：00～12：00 
【場　所】本所２Ｆ婦人部研修室 
【相談員】日本政策金融公庫 
 
日々の記帳でわからないこと、帳
簿の付け方の指導を希望される
方など、ご利用下さい。 
【日　時】 
　３月10日（水）　19：00～21：00
　３月18日（木）  10：00～正 午    
　３月19日（金）　14：00～16：00
【相談員】税理士（夜間のみ）・本所職員 
 
労働、年金に関する問題で、なに
かお困りではありませんか？ 
【日　時】２月25日(木） 
　　　　13：00～16：00 
【場　所】本所３Ｆ青年部研修室 
【相談員】特定社会保険労務士 
 
モノづくりセンターの移動相談
窓口。 
経営、専門技術支援のご相談に。 
【日　時】２月15日(月）13：00～16：00 
【相談員】モノづくりセンター 

記帳 

■
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」

の
改
正 

　
適
用
期
限
が
五
年
延
長
（
平

成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
）さ
れ
る
と
と
も
に
、
住
宅

の
取
得
等
を
し
た
場
合
の
控
除

期
間
・
借
入
金
年
末
残
高
限
度
額
・

控
除
率
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

■
「
特
定
の
増
改
築
等
に
係
る

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
特
例
」

の
改
正 

　
適
用
期
限
が
五
年
延
長
（
平

成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
）さ
れ
る
と
と
も
に
、
要
件

の
緩
和
と
対
象
と
な
る
工
事
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

■
「
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
」

の
改
正 

　
適
用
期
限
が
五
年
延
長（
平
成

二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）

さ
れ
る
と
と
も
に
、
控
除
額
の

計
算
方
法
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

■
「
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額

控
除
」
の
創
設 

　
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
、
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
つ

い
て
の
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。 

■
「
認
定
長
期
優
良
住
宅
新
築

等
特
別
税
額
控
除
」
の
創
設
　

　
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

ま
た
は
取
得
に
つ
い
て
、
一
定

の
条
件
の
も
と
特
別
控
除
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。 

■
「
定
額
給
付
金
」
に
は
課
税

し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
「
電
子
申
告
控
除
」
の
適
用

期
限
が
二
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

■
「
減
価
償
却
制
度
」
の
改
正 

　
機
械
及
び
装
置
を
中
心
に
資

産
区
分
が
整
理
さ
れ
、
法
定
耐

用
年
数
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

■
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
対

す
る
課
税
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。 

１
．
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得

に
つ
い
て
は
、
総
合
課
税
の
ほ

か
に
申
告
分
離
課
税
を
選
択
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

２
．
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の

源
泉
徴
収
税
率
七
％
（
住
民
税

三
％
）
の
軽
減
税
率
が
、
平
成

二
〇
年
十
二
月
三
十
一
日
で
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。（
特
例
措
置

と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
は
適
用
。 

３
．
上
場
株
式
等
の
譲
渡
損
失

と
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得（
申

告
分
離
課
税
を
選
択
し
た
も
の
）

と
の
損
益
通
算
及
び
三
年
間
の

繰
越
控
除
が
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

  
　
会
議
所
で
は
記
帳
や
申
告
、

届
出
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次

の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
来
所
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

◇
期
　
間 

二
月
十
六
日
（
火
）
〜
三
月
十

五
日
（
月
）
の
平
日 

◇
受
付
時
間 

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分 

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分 

◇
会
　
　
場 

商
工
会
議
所
　
三
階
　
研
修
室 

◇
内
　
　
容 

決
算
、
所
得
税
・
消
費
税
の
申

告
相
談 

◇
ご
用
意
く
だ
さ
い 

・
平
成
二
十
一
年
分
の
確
定
申

告
書 

・
平
成
二
十
一
年
分
の
決
算
書（
白

色
申
告
は
収
支
内
訳
書
） 

・
平
成
二
〇
年
分
の
確
定
申
告
書
・

決
算
書（
も
し
く
は
収
支
内
訳
書
）

の
控
え 

・
帳
簿
な
ど
の
売
上
や
経
費
の

額
が
わ
か
る
も
の
（
必
ず
費
目

ご
と
に
一
年
分
を
集
計
し
て
下

さ
い
。
月
毎
の
売
上
、
仕
入
額

の
集
計
も
必
要
で
す
。
） 

・
昨
年
中
に
購
入
し
た
減
価
償

却
資
産
（
一
式
十
万
円
以
上
）

の
明
細
に
つ
い
て
分
か
る
も
の
。 

・
給
与
等
の
源
泉
徴
収
票
や
保

険
の
満
期
金
な
ど
、
申
告
の
必

要
が
あ
る
所
得
の
明
細
が
分
か

る
も
の
。 

・
昨
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
国
民
年
金
等
の
控

除
証
明
書
（
特
に
国
民
年
金
等

の
控
除
証
明
書
が
無
い
場
合
は

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
） 

・
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

等
の
控
除
証
明
書
、
そ
の
他
控

除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
。 

・
印
鑑 

・
そ
の
他
、
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
た
書
類
一
式 

税
理
士
に
よ
る
決
算
　
　
　

　
　
　
　
　
　
・
申
告
相
談

◇
期
　
間 

三
月
八
日
（
月
）
、
十
一
日
（
木
）
、

十
二
日
（
金
） 

◇
受
付
時
間 

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分 

午
後
一
時
〜
三
時
三
十
分 

◇
会
　
　
場 

商
工
会
議
所
　
三
階
　
研
修
室 

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
も

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
分
の

平
成
二
十
一
年
分
の 

決
算
・
申
告
に
関
す
る

決
算
・
申
告
に
関
す
る 

　
　
　
注
意
点
に
つ
い
て

　
　
　
注
意
点
に
つ
い
て 

平
成
二
十
一
年
分
の 

決
算
・
申
告
に
関
す
る 

　
　
　
注
意
点
に
つ
い
て 




